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序 文

多賀城市に所在する多賀城廃寺跡は奈良•平安時代の

陸奥国府多賀城の付属寺院です。現在、
「多賀城跡附寺跡」

として特別史跡の指定を受け、 保存・整備しております。

これを取り巻くように位置している高崎遺跡は古代から

近世にわたる遺跡であることがこれまでの発掘調査で明

らかになりました。

本書に収録した高崎遺跡第30·34·35次調査は、 都市

計画道路「新田南錦町線」に伴う事前調査として市道路

課から調査依頼を受けて実施したものです。 調査対象地

区は多賀城廃寺跡に近接しており、 これまで周辺の調査

でも廃寺に関わると考えられる数々の遺構、 遺物を発見

しています。 調査の結果、 竪穴住居跡や区画溝跡のほか

「花會」「寺」をはじめとする多量の墨書土器などが発

見されました。 このような廃寺跡に関連する遺構、 遺物

の発見により、 廃寺跡周辺のようすがより具体的に把握

できるようになりました。 今回の調査成果は、 これまで

の調査成果とあわせて、 高崎遺跡の解明につながるもの

と考えております。

最後になりましたが、 発掘調査および資料の整理、 そ

して本書の刊行に際し御協カ・御指導いただきました

方々に対し、 衷心よりお礼申し上げますとともに、 本書

が、 古代史・地方史研究の資料としてご活用いただけれ

ば幸いと存じます。

平成 14年 3 月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

l. 本書は、 平成10年度から12年度にかけて実施した都市計画道路一新田南錦町線一建設に係る高崎迫
跡第29 (確認調査）·30·34·35次調査の成果をまとめたものである。

2. 発掘調査から報告書作成に至る一連の作業は、 本件の開発行為に係わる道路課の依頼を受け、 埋蔵
文化財調査センターが行った。

3. 遺構の名称は第 1 次調査からの一連番号である。

4. 平面図における座標値は国土座標「平面直角座標系XJ を用いて設定した。

5. 挿図中の高さは標高値である。

6. 土色は『新版標準土色帖』（小山 • 竹原： 1991) を使用した。

8. 出土遺物の内、 土器と瓦については 「多賀城跡 政庁跡 図録編」（宮城県多賀城跡調査研究所

1980) 、 「多賀城跡 政庁跡 本文編」（宮城県多賀城跡調査研究所 1982) の分類に依拠した。

9. 本書の執筆は、 IIを石川俊英、 その他を齋藤 稔が執筆し、 編集は齋藤が行った。 また 、 資料整理

および図版作成に際し、 臨時職員須藤美智子、 熊谷純子、 浦風志恵子、 伊藤美恵子、 高橋知賀子、

鹿野智子、 渡辺奈緒、 小野寺雪子、 中村千恵子、 坂本英美、 横山佳織の協力を得た。

10. 本書の作成に際し、 近世陶器については関根達人氏（弘前大学）、 瓦の分類については高野芳宏氏

（東北歴史博物館）、 星書土器については平川 南氏（国立歴史民俗博物館） 、 石崎高臣氏、 三河雅

弘氏（総合研究大学院大学） 、 服部ー隆氏（明治大学大学院）のご教示を得た。

11. 調査に関する諸記録および出上迫物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。
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目次

調査要項

目 次

I. 遺跡の位饂と地理的・歴史的環境 .....•• •.....•• •....• .• • •......•••• •....••• •...•.•••• •..•...• •. •......• ...• •.. l 

II. 調査に至る経緯 •····•••••····•••····••••·····•••·····•••·····•••·······••••······••·······••········••••·········•••· 5 

ill. 調査方法と経過 •......•••.....••.....•••.....•••.....••••.•••••••.•••..••••......••••......••.......••••..........••. 5 

N. 発見した遣構と迫物 ・・.............................................................................................. 7 

；：：め···:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :: 

I. 調 査主体

2. 調 査担当

3. 調査協力者

調査次数

第 29 次

第 30 次

第 34 次

第 35 次

調査要項

多賀城市教育委員会

多賀城市埋蔵文化財調査センター

多賀城市建設部道路課

所 在 地 調査面狛

高崎二丁目地内 264rri 

裔崎二丁目地内 900rri 

高崎三丁目地内 l, 700ポ

高崎三丁目地内 400rrl 

教育長 櫻井 茂男
所 長 長田 幹

調 査 期 間

平成II年3 月16日 �3 月 26 日

平成11年 5 月 28日 -8 月 6 日

平成12年 6 月 26日 -10月 II 日

平成12年JO月 5 日 -11月 16 日

調査担当者

石川 俊英
石本 敬

石川 俊英
齋藤 稔

石川 俊英
佐藤 恵子

石川 俊英
佐藤 恵子

4. 調査参加者 阿部 弘 、 遠藤 実、 大竹重次郎、 長田栄太郎、 加藤昭一、 日下正夫、 柴田幸四郎

星 光治、 星忠次郎、 星 秀雄、 松本喜一、 矢萩栄四郎、 山田吉之助、 赤井ひろ子

浅野 惧、 岡本典子、 小松まり 、 庄司美智子、 菅原吉明、 田中ミヨ 、 田中裕子

大道寺 勉、 手嶋典美、 橋本 務、 南城美岐子、 山下裕子、 渡辺正一、 大河原政夫

鎌田 偲、 森 栄一、 宮川ハルミ （平成11-12年）



I 遺跡の位置と地理的・歴史的環境

(1)調査区の位置と地理的環境

多賀城市は、 宮城県のほぼ中央部に位置する。 仙台市の市街地から北東約10kmに位置しており 、 南西部

で仙台市、 北西部で利府町、 南東部で七ヶ浜町とそれぞれ接している。

利府町の丘陵地帯に源を発する砂押川は、 多賀城市を北西から南東にかけて貫流し、 同市の地形を大き

く二分している。 北部は台地状の緩やかな丘陵であり 、 南部は広大な沖積平野である。 北部の丘陵は地理

学的に松島丘陵と呼ばれるものであり 、 塩釜方面から本市北部に至り 、 沖積地に向かって枝状に発達して

いる。 それらによって大小の谷が形成され、 緩やかながら起伏に富んだ地形となっている。 高崎逍跡はそ

のような丘陵上に位置しており 、 その周辺には数多くの遺跡が隣接している。

今回の対象地区は多賀城廃寺跡南東側の隣接地にあたる。 地形的に詳しくみると、 北端部は多賀城廃寺

跡から延びる丘陵部であり 、 そこから南西方向の谷に向って低くなっている。 南端部は緩やかな起伏をも

つ低丘陵となっており 、 北端と南端の距離は560m、 比高差は約17mである。 調査区の現況は田畑と宅地で

あるが、 対象地区のほぽ中央には近年まで池があったことがわかっている。

(2)歴史的環境

本遺跡は、 古墳時代から近代にかけての複合追跡で、 特に奈良•平安時代の逍構が多数発見されている。

本遺跡の北西の丘陵上には奈良•平安時代の陸奥国府である多賀城跡があり 、 奈良時代には鎖守府も置か

れていた。 本遺跡のほぼ中央部の低丘陵上には付属寺院である多賀城廃寺跡がある。 大宰府の観世音寺と

同様の伽藍配置であり 、 寺名も「観音寺」であることが推定されている。 創建・廃絶の年代も多賀城跡と

ほぽ同じである。•同時代の遺構は本遺跡の各地点から発見されている。 多賀城廃寺跡の南西約200mに位置

する弥勒地区では、 80棟近い竪穴住居跡や南北に長い掘立柱建物跡など数多くの遺構を発見している。 ま

た、 灰釉陶器大型手付瓶やミニチュアの長頸瓶、 鉄製匙などがまとまって出土した竪穴住居跡があり 、 付

近から仏器である灰釉陶器の浄瓶なども出土していることから一般庶民の集落とは異なるものと考えられ

る。 井戸尻地区では、 大屋の灯明皿が一括廃棄された遺構を発見し、 万燈会のような仏教儀式に関わるも

のと推定されている。 また、 いずれの地区でも掘立柱建物跡や竪穴住居跡、 土器埋設遺構などを発見して

いる。

古墳時代の遺構としては、 多賀城廃寺跡の調査の際に前期の竪穴住居跡が 3 棟発見されているほか、 表

地区においても 3 棟発見されており 、 そのうち中期ものは石製模造品の工房跡と思われる。 近世の遺構と

しては、 弥勒地区で江戸時代の屋敷跡を調査しており 、 多数の掘立柱建物跡と地鎮遺構を発見している。

また、 上野地区では昭和時代の巨大な井戸跡が発見されている。 太平洋戦争時、 高崎周辺には海軍工廠に

関連する施設が置かれており 、 それにかかわる遺構の可能性がある。 戦時下における貴重な調査例といえ

よう。



番号 迫跡名 時代 立地 番号 泣跡名 時代 立地

I 高崎迫跡 奈良• 平安•中I!!:・ 丘陵
11 桜井館跡 中世 丘駿

近世・近代 12 稲荷殿古J.ll 古収（後） 丘駿

2 特別史跡多賀城跡 奈良• 平安 丘陵 13 高崎古収群 古収 丘駿端
沖積平野 14 市川橋遺跡 旧石器～平安 沖積平野

3 特別史跡多費城廃寺跡 奈良•平安 丘駿 15 館前遺跡 古代・中世 分離丘陵
4 内館館跡 中世 自然堤防 16 留ヶ谷遺跡 古代・中世 丘陵
5 山王遣跡 古隕•奈良•平安 自然堤防 17 矢作ヶ館跡 古代・中世 丘陵
6 大日附遺跡 平安•中世・近世 自然堤防 18 野田迅跡 古代・中世 丘陵中腹
7 大日北迫跡 古代・近世 自然堤防 19 小沢原遺跡 古代・中世 丘陵
8 六貫田追跡 古代 自然堤防 20 高原迫跡 古代・中世 丘陵， 東田中窪n11遺跡 古代・中世 丘陵譴 21 法性院遺跡 古代 丘陵中腹
10 志引遺跡 古代・中世 丘陵 22 西沢迅跡 古代・中世・近世 丘陵

第1図 遺跡分布図

2
 



嬰t 主な発見遺構 主な出土遺物 類 主な発見遺構 主な出：l:迅物

l 古代：合口甕棺 15 古代：竪穴住届
2 瓦 16 古代：掘立柱建物、 竪穴住居 円面硯、 灯明皿
3 古代：埋甕 近代：大井戸
4 古代：柱列 風字硯 古収：竪穴住居 石製校造品

5 古代：掘立柱建物、 竪穴住居 灰釉陶器椀、 円面砒 17 古代：竪穴住居 漆紙
中世：土懐 無釉陶器播鉢 中世：掘立柱建物 百磁、 施釉陶器花瓶

古代；掘立柱建物、 竪穴住居 墨害土器 縄文：包含陥 石鏃
6 柱列、 井戸、 合口甕棺 18·19 古代：掘立柱建物、 竪穴住居

中世：溝 行磁椀 中世：掘立柱廷物 白磁、 肖磁

7 古代：掘立柱建物 輪宝暴行土器、 古銭 21 古代：竪穴住居
近世：屋敷、 地鋲遺構 22 古代：竪穴住居

8 古代：掘立柱建物、 井戸、 道路 墨柑土器 23 中世：平場、 柱穴
中世：掘立柱建物 近世：道路 24 土墨， 古代：竪穴住居 25·26 古代：掘立柱建物、 竪穴住居 須恵器稲絆
古代：掘立柱廷物、 竪穴住居 灰釉陶器瓶、 鉄製匙、 漆 近世：込 漆器椀、 施釉陶器椀

10 工厨 紙文密、 羽口、 送風管 27 古代：柱穴
敵造剥片 28 柱列、 溝

古代：竪穴住居、 石組暗梨 灯明皿、 背磁椀 29·30 本苔
II 灯明皿捨て場 31 古代：土撰、 溝

中世；大溝 瓦質土器憫鉢 古代：土墟
古代：掘立柱建物、 竪穴住居、 溝

33 近世以降：土槌
12 土器埋設遺構 34·35 本苔

中世：掘立柱建物、 井戸 36 古代：溝
13 37 古代：掘立柱建物、 竪'i',住居、 溝
14 古代＇溝 38 古代：溝

第2図 調査区位置図
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I I  調査に至る経緯

都市計画道路一新田南錦町線ーは、 仙台市東部と塩咆市を結ぶ幹線道路で、 特別史跡多賀城跡附寺跡や

東北歴史博物館へのアクセス路として位饂づけられている。 都市計画道路ー史跡連絡線ーと接続すること

により 市街地を連絡する路線である。 本道路は、 昭和36年 3 月 2 日付けで都市計画決定され、 平成 3 年に

事業を認可されている。 平成10年、 道路建設と埋蔵文化財の関わりについて、 道路課と文化財課とで協議

が行われ、 調査対象面積は約7,800対で事前調査の対象としたこと、 調査期間については 3 ケ年で実施する

こと、 初年度は用地買収が進んだ南半部を調査対象範囲とすることなどが決定した。 同年 6 月 29 日付けで

教育長に発掘調査の依頼があり 、 翌年の平成11年 3 月 16 日から用地買収が終了している南半部の2,700面を

対象に遺構の分布と密度について確認することを目的とした第29次調査を行った。

III 調査方法と経過

基準点作成にあたっては、 国土座標「平面直角座標系X」を使用して原点(X = -189360. 000 Y = 
14550.000) を設定し、 これを通る南北方向の直線を南北基準線、 それと直交する東西方向の直線を東西基

準線とした。 この原点を 0 として、 南北方向は北をN、 南を S とし、 そこから lm ごとにNI 、 N2 、 N

3 ・・・、 S I 、 S 2 、 S 3 …、 と表した。 東西方向は西をW、 東をE とし、 同様に表した。

初年度である平成IO年度は、 調査対象区南半における確認調査として第29次調査を行った。 設定した調

査区は南から北にそれぞれ 1-8 トレンチとした。 3月16 日、 調査区内に器材を搬入し、 調査に着手した。

3トレンチでは盛土の下で井戸跡などの追構を確認し、 3月19 日にはおおよその分布を把握するに至った。

3月26 日、 調査を終了した。

平成II年度は第30次調査を行った。 調査区は第29次調査で井戸跡を発見した 3 トレンチを中心とする南

側を 1 区、 前年度に調査ができ なかった北側を 2 区とした。 5 月 28 日、 調査区内に器材を搬入し、 調査に

着手した。 6 月 10日、 l 区では井戸跡、 土横、 小溝跡などを発見した。 6 月22日、 井戸跡から近世陶器が

出土し、 古代と考えていた井戸跡が近世であることが判明した。 6 月28 日、 2 区で竪穴住居跡と溝跡を発

見した。 竪穴住居跡はその東側が調査区外へのびていたため、 7 月 8 日に拡張しその全容を確認した。 7

月12 日、 1 区の調査を終了する。 8 月 3 日、 竪穴住居跡が 2 時期の変遷があることを確認した。 8 月 5 日、

竪穴住居跡の実測図を作成し、 全ての調査を終了した。

平成12年度は前年度に用地買収が終了した北半部を対象として、 第34次調査と第35次調査を行った。 第

34次調査は、 多賀城廃寺から東に約150m離れた地点を調査した。 地形上の制約から調査区を 2 つに分け、 北

東側をA区、 南西側をB区とした。 6 月26 日、 調査区内に器材を搬入し調査に着手した。 7 月13 日、 A区

で第12次調査で発見したSDI130·1150の南側延長部分にあたる溝跡を発見した。 7 月17 日、 B区では掘立

柱建物跡、 溝跡、 土堀を発見した。 8 月 22 日、 実測図作成を完了し、 A区の調査を終了する。 IO月12 日、

B区の調査を終了した。 第35次調査は、 多賀城廃寺から南東に約120mの地点を調査した。 調査区は、 東西

の道路を挟んで北側をC区、 南側をD区とした。 IO月 12 日、 調査区に器材を搬入し調査に着手したが、 遺

構は発見できず灰白色火山灰が自然堆積する湿地であることが判明した。 I I月 I5 日、 調査を終了した。
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第4図 第29·30次調査遺構全体図
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IV 発見した遺構と遺物

1. 第29·30次調査

第30次調査では、 竪穴住居跡 l 棟、 井戸跡 l 基、 土城 3 基、 溝跡 2 条、 その他小溝跡、 ビットを発見し

た。 これらは全て地山上で発見した。 また、 これら遺構や堆積土から土師器、 須恵器、 丸瓦、 平瓦、 白磁

などが出土した。 以下、 調査区ごとに主な迫構と遺物について記述する。

1区

SE1460井戸跡

調査区の中央部からやや南の位置で発見した素堀り の井戸跡である。 上部は擢鉢状を呈しており 、 下半

部は円筒状になるよう垂直に掘り 込まれている。 規模は上半部が直径1. 9m、 下半部は直径0.9m、 深さは

2.5mである。 埋土は 3 層でいずれも自然堆栢である。 遺物は、 須恵器甕、 平瓦 (IA類） 、 近世陶器、 不

明木製品が出土している。 近世陶器は釉や胎土の特徴などから大堀相馬産と考えられる。

鰤

—

A
 

S04 ― 

/...... 
,4' 

A'5. 2m 

層位 土色• 土性 備考

I IOYR4/3 地山プロックを含むにぶい黄褐色土

2 IOYR3/I 地山粒、 植物遺体を
黒褐色粘土 含む

3 lOYRl. 7/1 地山プロック、 植物
黒色粘土 遺体を多塁に含む

。 2m 

10cm 

池 l 遺構 層位 種別 器種 特徴 口径 I 底径 | 年 | 番図版号 1 登番録号

SE1460 2 層 陶器 土瓶 ［外面］灰釉（緑灰色）文様なし <s.o> I - I - I 2-4 I 2 （内面］施釉なし、 文様なし
2 I SEL460 3 屈 陶器 蓋 ［外面］灰釉（緑灰色）・文様なし cs.2sJ I I I 2-3 I 3 ［内面 J 施釉なし、 文様なし

第 5 図 SE1460井戸跡平面図•断面図・出土遺物

SK1461土濃

調査区の北側に位置している。 平面形は方形である。 規模は一辺約1.2m、 深さ50'"'-'54cmである。 壁はや

や垂直に立ち上がっている。 埋土はl層で自然堆甜と思われる。 遺物は近世陶器が出土している。
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SKl461 SK1463 ゜ 2m 
遺構 層位 土色 • 土性など

SK1461 I lOYR3/4暗褐色土

SK1462 I 2.5Y4/3オリープ褐色土

SK1563 I 2. 5Y3/2黒褐色土
地山ブロ ッ ク と炭化物を含む

文デー
0 10cm 

←― →—-ク 2

<1) 
池 遺構 層位 種別 器種 特徴 口径 底径 器高

図版 登録
番号 番号

I SKl461 l 庖 陶器 小椀
［外面） ロ ク ロ ナデ→施釉 底部： 府台貼付

(12. 3) (5.6) 2.8 44 
［内面］ ロ ク ロナデ→施釉

［外面］ ロ ク ロナデ
SKl463 l 層 須恵器 杯 底部 ： ヘラ切り→ヘラ描き 、・ (9.0) . .  ,. 16 

［内面J ロ ク ロナデ

第 6 図 SK1461---1463土壊平面図 ・ 断面囮 ・ 出土遺物
SK1462土堀

調査区の中央部からやや西側に位置している。 北西側は削平のため壊されているが平面形は不整楕円形

と考えられる。 規模は長軸でl. 5m、 短軸で48cm、 深さ 8 ,..._, 1 2cmである。 壁は緩やかに立ち上がっている。

埋土は 1 層で自然堆積 と 思われる。 遺物は、 土師器杯・甕、 須恵器甕が出土している。 土師器杯 ・ 甕で調

整がわかるものはない。

SK1463土壊

調査区の南側に位箇している。一辺20cmの方形 の ビ ッ トと直径18cmの円形のピ ッ ト との重複関係があり 、

これらより 新しい。 平面形は不整形である。 規模は南北約l. Imで、 深さ48cmである。 壁は緩やかに立ち上

がっている。 埋土はl層で自然堆栢と考えられる。 遺物は、 土師器杯・甕、 須恵器杯 ・ 甕、 須恵系土器杯

が出土している。 須恵器杯にはヘラ切り の後にヘラ描きが施されているものが 1 点、 回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整

に より 切 り 離し不明のものが 1 点出土している。
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層位 土色 • 土性など
l IOYR4/4 褐色土
2 IOYR4/4 褐色土 炭化物と地山粒を含む
3 2. 5Y4/6 赤褐色土 炭化物を含む
4 IOYR3/3 暗褐色土 焼土プロ ックを多く含む
5 IOYR5/4 にぷい黄褐色土
6 IOYR4/6 褐色土
7 5YR4/6 赤褐色粘土
8 7.5YR 黒褐色粘土
9 lOYR5/6 黄褐色土
10 10YR4/3 にぷい黄褐色:I:_

゜ 2m 

第 7 図 Sl1464竪穴住居跡
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池 辺構 層位 種別 器種 特徴 口径 底径 器高 図版 登録
番号 番号

1 Sll464B カマ ド内埋土 須恵器 杯 ［外面］ ロ ク ロナデ 底部 ： 回転糸切り (15. 2) (6. 3) 5. 85 4 
［内面l ロ ク ロナデ
［外面】 ロ ク ロ ナデ・墨痕

2 SJ1464B 2 庖 須恵器 杯 底部： 回転糸切り (13. 8) (7.0) 4. 25 10 
［内面J 0 ク ロナデ

3 SI1464B カ マ ド内埋土 土師器 杯 ［外面J ロ ク ロナデ 駁部 ； 回転糸切り _,. (7. 8) I I  
［内面l 黒色処理

4 Sll464B カ マ ド内埋土 土師器 髪 ［外面） ロ ク ロ ナ デ . .  8 （内面J ロ ク ロナデ

5 Sll464B カ マ ド内埋土 土師器 甕 （外面） ロ ク ロナデ (19. 2) 13 （内面） ロ ク ロ ナ デ

6 $114648 カ マ ド内埋土 土師器 甕 （外面） ロ ク ロ ナ デ (14. 4) 6 （内iliil ロ ク ロ ナデ

7 $114648 2 層 土師器 甕 （外iliil ロ ク ロ ナ デ (21. 6) 25 ［内面1 回転ハケメ

第 8 図 Sl1464竪穴住居跡出土遺物(1)
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10cm 

池 遺構 層位 種別 器種

SI1464B I カマド内埋土 I 須恵器 I 甕

特徴

［外面J 平行タタキ→ロ ク ロ ナ デ
［内面J ロ ク ロ ナデ→ナデ

口径 底径 I 器府

(12. 4) 戸 5
 

第 9 図 Sl1464竪穴住居跡出土遺物(2)

2 区

S I  1464竪穴住居跡

調査区の南側に位置 している。 SD1465と重複関係があり これよ り 古い。 削平によって竪穴住居跡の北側

隅が失われている。 ほぼ同位置で建て替えれられてお り 、 A→B の変遷を推定 し た （註） 。

A期

平面形は方形で、規模は南東辺で3.8m、 南西辺で3. 6mである。 方向は南東辺でE -38° 51' - Nである。

粘土 ブロ ッ クを含む黄褐色土で床を貼っている。 周溝は各辺に巡っており 、 幅は26'"'-'34cmである。 残存壁

高は 8 cmである。 遺物は出土 していない。

B期

平面形は方形で、規模は南東辺で4. 2m、 南西辺で4. 7mである。 方向は南東辺で E -37° 26' - Nである。

褐色土で床を貼っており 、 硬く締まっている。 埋土は 2 層確認し、 自然堆積と思われる。 周溝は各辺に巡っ

ており 、 幅はl8'"'-'24cmである。 残存壁高は27cmである。 カ マ ドは北東壁のほぼ中央に付設されており 、 側

壁の一部が残存しているが煙道は完全に削平されてお り 、 残存 していない。 側壁は粘土を租んで構築 し て

（註） B期の竪穴住居は、 床面や排水溝がカ マ ドに向かって緩やかに低 く な っ て お り 、 カ マ ドの下に暗渠や竪穴住居の外に続く 排水溝なども確認
できなかった。 こ の よ う に、 構造上の疑問点が残 る も の の、 竪穴住居跡の堆積状況や誼複関係から こ の よ う な変遷と構造であ る と 結論づけた。 ただ
し、 排水施設については明らかにできなかった。
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□ 3 ゜ 10cm 

池 遺構 層位 種別 特徴 口径 底径 器高
図版 登録
番号 番号

I Sll464B 
カ マ ド 平瓦 ｛凹面J 糸切痕→布目→ナデ 29 
側壁 U B類一 a i ［凸面J 縄タタキ目 （つぶれ気味）

2 Sll464B 
カ マ ド 平瓦 ［凹面］ 布目→ナデ _,, 40 
内埋土 11 8類 一a I凸面］ 縄タタキ目 （つぶれ気味）

3 SIJ464B 
カ マ ド 平瓦 ［凹面］ 糸切痕→布目→ナデ ．． _, ● 38 
内埋土 U B 類 ー a ［凸面］ 縄タタキ目 （つぶれ気味）

カ マ ド 平瓦
［凹面J 布目→ナデ

S11464B 
内埋土 U B類一b

［凸面） 縄タタキ目 （つぶれ気味） ● " '  31 
凹型台側端部の圧痕

第10函 S11464竪穴住居跡出土遺物(3)

おり、 南東側の側壁には平瓦を埋めこんでいる。 側壁の内面は硬く焼しまっており 、 赤褐色に変色してい

る。 また、 床面上でビッ ト 、 土檄を検出したが、 主柱穴となる ものは確認できなかった。 検出 した土堀は、

カ マ ドの北西側に位置している。 平面形はほぼ方形で、 規模は一辺88-93cm、 深さは 7 - lOcmである。 そ

の位置から 、 貯蔵穴の可能性が考えられる。 遺物は、 床面から土師器甕、 須恵器杯、 カ マ ドから土師器杯・

甕、 須恵器杯 ・ 甕、 平瓦 (II B 類、 II B 類 一 a ) 、 砥石、 土堀から土師器甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土 し て い

る。 土師器杯はすべて ロ ク ロ 調整で回転糸切りの ものである。 須恵器杯は土城から ヘ ラ 切り が 1 点出土し

ており、 他はすべて回転糸切りである。

12 



A
L
 

A' 
— 1 5.0m B B' 

1- 一15.0m

。

SDI466 

迫構 陪位 土性•土色など
SD1465 I 2.5Y3/4 暗赤褐色土

I IOYR4/4 褐色土 酸化鉄を含む
2m I SD1466 2 IOYR4/4 褐色土

3 IOYR5/6 貿褐色粘土

‘’ ー ・

-== I 

-:::::::__ー 三::=::::::::::::ゞ 2

゜ 10cm 

No. I 迫構 防位 I 植別 I 器種 特徴 口径 底径 器高 図版 登録
番号 番号

S01466 埋土 I 須恵器 I 高台 ｛外面J ロ ク ロ ナデ 底部 ： 回転ヘラケズリ (15.8) 9.6 4. 5 2 - 1  37 付杯 ［内面1 ロ ク ロナデ

2 I S01466 埋土 I 須恵器 蓋 （外面） ロ ク ロ ナデ→回転ヘラ ケ ズ リ 19. l 2.2 I 2-2 I ， （内面］ ロ ク ロナデ

第 1 1 図 SD1465 · 1466溝跡断面図 ・ 出土遺物

SD1465溝跡

調査区の南半部に位置している。 SI1464、 SD1466と重複関係があり 、 これらよ り 新しい。 東側は調査区

外に延びてお り 西側は削平によって壊されているため、 確認 し た長さは8. 6mで、 深さは 8 ......_, 16cmである。 幅

は32-42cmで、 方向はW-30
° 57' - Nである。 底 面は東に向かって低くなってお り 、 その比高差は22cmで

ある。 埋土は 1 層確認 し 、 自然堆栢 と 思われる。 追物は出土 していない。

SD1466溝跡

調査区の中央部に位置 している。 SD1465 と 重複関係が あ り 、 これよ り 古 い。 北東側は調査区外にのびて

お り 南西側は削平によって壊されているため、 確認 し た長さは1 1 . 7mで、 深さは l7-32cmである。 幅は62

-77cmであ り 、 方向は E -40° 24' - Nである。 底面は北東に向かって低 く なってお り 、 その比高差は約 l

mである。 埋土は 3 層確認し、 いずれも自然堆梢である。 遺物は、 須恵器蓋 • 高台付杯の 2 点が出土 し て

いる。

13 



2 .  第34次調査

第34次調査では、 柱列跡 2 条、 溝跡 3 条、 土堀 3 基などを発見した。 これらは全て地山上で発見 し た。

また、 これらの遺構から土師器、 須恵器、 平瓦、 丸瓦が出土 し た。 以下、 調査区ごと に主な遺構 と 遺物に

ついて記述する。

A区

SD1510溝跡

A区の中央部に位置している。 SD151 I、 SK1512

と 重複関係があり 、 これらよ り 古い。 北側 と 南側は

調査区外にのびているため確認した長さは7.3mで、

深さは23"'58cmである。 幅は 1 . 3.-..,1. 6mであ り 、 方

向は南北発掘基準線にほぼ一致している。 底面は南

に向かっ て低 く なっており 、 比高差はI. 3mである。

埋土は 3層確認し、 いずれも自然堆積である。 なお、

この溝の北側延長部分には第12次調査で発見 し た

S01130· 1 150がある。 これら と 今回発見したSD1510

は、 方向や規模、 埋土の状況が極めて類似 している

ことから同一の追構と考えられる。 その総長は46. 9

m、 南に向かって低くなっており北端と 南端の比高

差は4.3m、 方向はN- 0
°

40'-E である。 遺物は、

須恵器杯 ・ 甕 • 瓶、 土師器杯 ・ 甕、 平瓦 ( IA類、

種別 器種

土師器 杯

墾

小計

須恵器 杯

甕

瓶

小計

平瓦

隅切瓦

小計

丸瓦

小計

合計

部位
口緑部
底部
体部

底部

口縁部
体部
底部

口縁部
体部
口緑部

調整 埋土 検出面

ロ ク ロ調整 2 
不明 2 
ロ ク ロ調整 4 
ヘ ラ ケズ リ ・ 不明 39 2 
不明 2 

49 2 
13 2 
2 

ヘ ラ 切 り ， 
手持ちヘラケズリ 2 
不明 I 

2 
36 2 
I 

66 4 
I A類 10 I 
J A類ーa 2 
II B 類 3 
IJB類 一 a I I 
H B 類一 a 2 l 

限滅 2 
I A類 I 
I A類一a I 

20 2 
II類 10 
D B類ーa I 
IIB類ーC I 

12 
147 8 

IA類一 a 、 II B 類、 II B 類一 a l 、 II B 類ー a 2 ) 、

丸瓦 ( II B 類、 II B 類一 a、 II B 類一 c ) 、 隅切瓦

(I A類、 I A類ー a ) が出土している。 須恵器杯

はヘラ切り のもの、 回転糸切り の後手持ちヘ ラ ケ ズ
表 1 SD1510溝跡出土遺物集計表

リ が施されているもの、 手持ちヘ ラ ケズ リ に よ って切り 離しが不明なものがある。

SD1511溝跡

計

2 
2 
4 
41 
2 

51 
15 
2 
， 
2 
I 
2 
38 
I 

70 
11 
2 
3 
I 
I 
2 
I 
I 

22 
LO 

I 
I 

12 
155 

A区の西半部に位置している。 SD1510と重複関係があり 、 これより 新しい。 西側と南側が調査区外にの

びているため、 確認した長さは10. 8mである。 深さは20,....,32cmで、 幅は0. 5,....,1. 6mである。 発見した部分

のほとんどは東西方向であるがSD1510と重複する地点から南に曲がっている。 方向は東西方向で E-10
°

37' - S 、 南北方向で E -35
°

24' - S である 。 底面は東に向かっ て低 く なっ ており 、 南端部分が最も低 く

なっている。 その比高差は12cmである。 遺物は、 須恵器杯 ・甕、 土師器甕、 平瓦 ( I A類、 II B 類 一 a 2 ) 、

丸瓦 ( II B 類一 a ) が出土している。 須恵器杯はヘ ラ 切 り のものである。

SK1512土壊

A区の中央部に位置している。 SD1510 と 重複関係があり 、 これよ り 新しい。 平面形はほぼ円形である。

規模は、 直径約1 . 4mで、 深さは28cmである。 壁は、 緩やかに立ちあがっている。 埋土は礫を多量に含む粘

質土を 1 層確認 した。 遺物は、 須恵器杯 ・ 甕、 土師器甕が出土 している。 須恵器杯で底部の調整がわかる

ものはない。

14 
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E348 354 360 366 372 378 384 
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N360- _ SDJl50 �\ �V- I 門

SI 1364 

第21次調査

N354-
マ 、匹一且....J .Jt:I ぐY.11110 ゞ ＼ 辺 這 (l) S1 1368 

・ ・ ・タ ・ .ヽ " SKI373 
N348-

N342― 
第12次調査

N336― 

N330-

N324-

SD1510 

N318-— o<>。. . ゜

N312― 

N306― 

。

第34次調査

゜ 15m 

第13図 SD1510 · S01511溝跡 ・ SK1512土壊溝跡
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AL
 

A' 
→ 20.3m B

 
B ' 
— 1 19.4m 

SD1510 
SD1511 

゜
遺構 l層位 土色 • 土性など

S01510 I 1 2. 5Y5/2 暗灰黄色土
2 IOYRS/6 黄褐色土
I IOYR4/3 にぶい黄褐色土

2m 
SDl511 

I 2 2. SY3/2 黒褐色土

▽ーニ ロニ玉と言

ー 4
゜ 10cm 

池 遺構 陪位 種別 器種 特徴 口径 底径 器高 図版 登緑
番号 番号

I S01510 坦 須恵器 杯 ［外面］ ロ ク ロ ナ デ 底部 ； ヘラ切り (12. 8) (7.4) 3.25 23 ［内面l ロ ク ロ ナ デ

2 SD1510 埋土 須恵器 杯 ［外面］ ロ ク ロ ナデ 底部：ヘラ切り (12. 6) (6.4) 3. 45 24 ［内面］ ロ ク ロ ナ デ

3 SDl510 埋土 須恵器 杯 ［外面J ロ ク ロ ナデ 底部：ヘラ切り (14. 6) 8 .0  3.15 25 1内面l ロ ク ロ ナ デ ・ 油煙付寇

4 SD1510 虹 須恵器 杯 （外面J ロ ク ロ ナ デ 底部：手持ち ヘ ラ ケ ズ リ (8.2) -· 21 （内面l ロ ク ロ ナデ

第14図 SD1510 · 1511溝跡 断面図 · SD1510溝跡出土遺物

66
|

 

83
 

A ． 

N318 ― 

| 層�If芯］『生:.rープ褐色粘土 石を含むI

゜ 2m 

第15図 SK1512土塙

18 



B区

SA1514柱列跡

B区中央部に位置し ている東西方向の柱列である。 発見した 4 つの柱穴全てにお いて柱痕跡を検出 した。

方向はw-22° 23' - s である。 総長は4. 16mで、 柱間は西より 1. 20m、 1. 32m、 1. 64mである。 柱穴の平

面形はおよそ円形であ り 、規模は径20-28cmである。 柱痕跡は径 9 ""'12cmである。 遺物は出土 していない。

E3「7 E330 

|
― N279 ー

SAl514 
ー
マ
B

N276 一

SA1515 

C-iG戸
｀ 

N273-

16.4m� A' A 

I . 1  .. , .. ,,1., 

B 

� 当
C' ← 午

笏 柱痕跡

2m 

o· 
← 16. 4m 

柱材

第16図 SA1514 · 1 515柱列跡
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SA 1515柱列跡

B 区中央部に位置し ている東西方向の柱列である。 東から 2 つ目の柱穴以外で柱痕跡を検出した。 方向

はW-24
°

14 '- S である。 総長は4. 69mで、 柱間は西よ り 1 . 14m、 約1 . 7m、 約1 . 6mである。 柱穴の平面

形はおよそ円形であり、 規模は径18"-22cmである。 柱痕跡は径1 1"-13cmである。 造物は出土していない。

I-C → C' 17. 7m 
陥位 土色 • 土性など

l lOYRS/4にぶい黄褐色土

2m 
2 lOYR5/8黄褐色土
3 IOYRS/3にぶい黄褐色土

゜ 10cm 

池 遺構 層位 稲別 I 器種 特徴 ロ径 底径 I 器狂 録
号

登
番

版
号

図
番

SD1513 埋土
［外面l ロ ク ロナデ

須恵器 I 杯 I 底部； 回転糸切 り ・ 墨笞 r口』

［内面J ロ ク ロナデ

第17図 SD1513溝跡断面図 ・ 出土遺物

(5. 6) 80 
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郎

SKl517 2
 

3 

遺構 層位 土色 • 土性など
l lOYR4/2灰黄褐色土

SKl517 2 IOYR4/2灰貨褐色土
IOYR4/6褐色土

t IOYR3/4暗褐色粘土
石を含む

SKI516 IOYR4/l褐灰色粘土2 石を含む

一N270

•

•

 

2
 

3
 
E

 

—N270 

1-Bヽ

B ' 
1-16. Om 

SKJ516 

゜ 2m 

第18図 SKl 516 · 1517土壊
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SD1513溝跡

B 区中央部に位置している。 削平されているため、 中央部分で途切れている。 確認 した長さは 15. 6mで

ある。 方向は、 東半では E- 2 ° 54'-N で、 西半はやや南に向きを変え E -16
°

26'-Nである。 底面は

西に向かっ て低くなっており 、 その比高差は74cmである。 遺物は、 土師器杯・甕、 須恵器杯 ・ 甕、 平瓦

(I A類） が出土している。 土師器杯は底部に回転ヘ ラ ケズ リ が施されたものであり 、 須恵器杯はヘ ラ 切

りのもの、 回転糸切り のものが出土 している。

SK1516土壊

B区南半部に位箇 している。 平面形は不整楕円形である。 規模は長軸1. 5m、 短軸0. 6mで、 深さは 13......,

23cmである。 壁は緩やかに立ち上がっている。 埋土は礫を含む 2 層を確認 した。 遺物は須恵器杯・甕、 土

師器甕が出土している。 須恵器杯は底部に回転ヘ ラ ケズ リ を施されたものである。 また、 漆紙が付 着 し た

須恵器杯が出土している。 漆紙に文字等は確認でき なかった。

SK1517土塙

B区南半部に位慨 している。 平面形は不整楕円形である。 規模は長軸3.3m、 短軸45......,70cmで、 深さはJO

cmである。 壁は緩やかに立ち上がっている。 埋土は 3 層確認し、 いずれも自然堆積である。 遺物は出土 し

ていない。
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その他の出土遺物

表土な ど遺構外より 土師器、 須恵器、 須恵系土器、 軒丸瓦、 軒平瓦、 丸瓦、 平瓦、 白磁、 灰釉陶器、 中

世の青磁、 近世以降の陶磁器な どが出土した。 特に第34次調査の B 区東側の堆積層から、 多量の墨書土器

が出土 し た こ とが注 目 される。 また 、 畿内系土器、 関東系土器、 須恵器横瓶、 漆付着土器な ども出土して
いる。

.. ::... --、
... , 一●,,: ● "' 

, . ..:..� 一、．．．． ． ． ．•• 一 ,. - · "一
7 - -

'"•: ―, •一，’— , .、 �` 一 _- 1 

←、 - - 可
/, 

2
 

- 4 

� ニニー三三

＼ー一」 ――
c::::.: こニ

:::>- 7 

口
゜ 10cm 

No. 次数 層位 槌別 器種 特徴 口径 底径 器高 図版 登蘇
番号 番号

34 土師器 （外面］ 手持ちヘラケズリ→ナデ
I L- 1 杯 底部 ： 手持ちヘラケズリ (15 2) (8.0) 5.0 2 - 7  176 

B 区 関東系土器 （内面J ナデ

2 34 LーI 土師器 杯 （外面］ 手持ちヘラケズリ→ミガキ (14. 6) 5.4 4. 7 2 - 6  177 
B 区 畿内系土器 （内面］ ナデ

3 30 灰白色火山 白磁 椀 ［外面J 玉緑口縁 (14 9) .' 2 - 5  I No.I 灰上面

34 ［外面］ ロ ク ロ ナデ→施釉
4 

B 区
L一· I 灰釉陶器 椀 底部： 麻台貼付→回転ヘラケズリ (17. 0) (7.6) 5.3 157 

［内面l ロ ク ロナデ→施釉

34 ［外而l ロ ク ロナデ
5 B 区

L ー 1 須恵器 盤 底部 ； 回転ヘラケズリ (27. 4) (20. 2) 3.3 175 
［内面） ロ ク ロナデ

30 ［外面） ロ ク ロナデ
6 No.I 小溝埋土 須憲器 杯 庭部 ： ヘラ切 り ・ 墨害 「 OJ (8. 2) 48 

［内面） ロ ク ロナデ

30 （外面） ロ ク ロナデ
7 No.I 表土 須恵器 杯 蛭 部 ： へ う 切 り→ヘラ描き · - . .  18 

［内面1 ロ ク ロ ナ デ

8 34 Lー1 須恵器 双耳瓶 ［外iliil ロ ク ロ ナデ ．． ● 9 ●  34 
B区 ［内面1 ロ ク ロナデ

第19固 遺構外出土遺物(1)
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池 次数 遺構 ・ 層位 種別 器種 持徴 釈文 記載部位 記載 図版 登鈷
方向 番号 番号

I 34 B 区 ・ Lー （ 須恵器 （墨朽土器） 杯 「日下J 体部外面 倒位 3 - 1  89 
2 34 B 区 ・ L ー ［ 須恵器 （暴苔土器） 杯 駈部： 不明 『D」 体部外面 正位カ 100 
3 34 B 区 ・ L - 1 土師器 （暴苔土器） 杯 『家」 体部外面 横位 60 
4 34 B 区 ・ Lー ［ 須恵器 （墨朽土器） 杯 底部 ： 回転糸切り 『八」 底部外面 137 
5 34 B 区 ・ Lー I 須恵器 （墨苔土器） 杯 r厨」 体部外面 正位 3 - 2  98 
6 34 B 区 ・ Lー I 土師器 （墨苔土器） 杯 底部： 回転糸切り 「家J 体部外面 正位 142 
7 34 B 区 ・ L - 1 土師器 （墨苔土器） 杯 底部： 手持ちヘラケズリ r□J 体部外面 不明 56 
8 34 B 区 ・ Lー I 須恵器 （墨笞土器） 杯 底部 ： 手持ちヘラケズ') r下」 底部外面 59 ， 34 B 区 ・ Lー l 須恵器 （墨苫土器） 杯 底部 ： 回転糸切り r万J 底部外面 3 - 3  178 

IO 34 B 区 ・ L - 1 土師器 瀑11!1±器） 杯 底部： 回転糸切り
『仔D」 ・ 体部外面 横位 3 - 4  4 「口J

I I  34 B 区 · L- 1 須恵器 （墨苔土器） 杯 底部 ： 手持ちヘラケズリ 「O」 体部外面 不明 58 
12 34 B区 ・ Lー I 須恵器 （墨宙土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 「口』 体部外面 不明 92 
13 34 B 区 ・ L ー I 須恵器 （墨書土器） 杯 底部 ： 手持ちヘラケズリ 『大家」 庇部外面 54 
14 34 B 区 ・ L - 1 須恵器 （愚書土器） 杯 底部： 回転糸切り roJ 底部外面 87 

第20図 遺構外出土遺物(2)
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No. 次数 遺構 ・ 屈位 種別 器植 特徴 釈文 記載部位 記載 図版 登録
方向 番号 番号

I 34 B 区 · L- 1 須恵器 （過苔土器） 杯 底部 ． ヘラ 切 り r寺館』 底部外面 ．． 3 - 5  136 
2 34 B 区 · L- 1 須恵器 Ullllピこ器） 杯 底部：ヘラ切り 「D」 • 『金原』 カ 底部外面 133 
3 34 B 区 · L- 1 須恵器 （暴嘗土器） 杯 豚部：回転糸切り 『凡j 体部外面 正位 139 
4 34 B 区 · L- 1 須恵器 Oft胃土器） 杯 「小j カ 体部外面 横位 67 
5 34 B 区 ・ Lー ］ 須恵器 （墨甘土器） 杯 底部： 回転糸切り r笑J 底部外面 ●'"● 3 - 6  138 

6 34 B区 ・ 検出面 須恵器 （刻抒土器） 杯 底部：回転ヘラケズリ r寺』 底部外面 3 - 7  182 ヘラ描き
7 34 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （墨苔土器） 杯 庭部： 回転糸切り r官J 彩部外面 3 - 8  84 
8 34 B 区 · L - 1 土師器 （墨咎土器） 杯 駐部： 手持ちヘラケズリ r官』 屈部外面 66 ， 34 B 区 ・ Lー I 須恵器 慢itlr土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り r阿』 庇部外面 •一 3 - 9  180 
JO 34 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （墨芍土器） 杯 底部：不明 r寺』 底部外面 - · 3 -10 95 
II 34 B 区 · L- 1 土師器 （墨匂土器） 杯 底部：手持ちヘラケズリ 「料』 カ 底部外面 64 
12 34 B 区 ・ L- 1 須恵器 （墨害土器） 杯 庇部 ： ヘ ラ切り 「厨」 カ 底部外面 90 
13 34 B 区 ・ L- 1 土師器 （墨苔土器） 杯 庇部：回転ヘ ラ ケ ズ リ r十万」 庭部外面 3 - 1 1  70 
14 34 B区 ・ Lー l 土師器 湿i暫土器） 杯 底部： 回転ヘラケズリ 「D□J ・ 「D口」 麻部外面 "●● 73 

第21図 遺構外出土遺物(3)
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池 次数 遺構 · 層位 種別 器種 特徴 釈文 記載部位 記載 図版 登録
方向 番号 番号

I 34 B 区 ・ Lー I 須恵器 （墨笞土器） 高台 底部 ： ロ ク ロ ナ デ ro」 庇部外面 106 
付杯 高台貼付

2 34 B 区 ・ Lー （ 須恵器 （墨密土器） 高台 底部 ： 回転ヘラケズリ 「長O』 底部外ilii ．． 3-12 179 
付杯 高台貼付

3 34 B 区 · Lー ［ 須恵器 （墨苔土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 「花會」 底部外面 3 -13 140 
4 34 B 区 · L- 1 土師器 (l\i!f土器） 杯 底部 ： 回転糸切り 『D」 底部外面 .. .  65 
5 34 B 区 ・ Lー I 須恵器 （墨告土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 「家」 カ 底部外面 -- I 13 
6 34 B 区 · L - I 須恵器 （墨雹土器） 杯 底部 ： 回転ヘラケズリ r匹」 底部外面 ••一 I l l  
7 34 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （逼書土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 『D」 底部外面 .. . 1 15 
8 34 B 区 . Lー[ 須恵器 （墨書土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 『お」 底部外面 3ー19 55 ， 34 B 区 ・ Lー ［ 土師器 (fl密土器） 杯 底部 ： 回転ヘラケズリ r本」 カ 底部外面 63 
10 34 B 区 ・ Lー ［ 須恵器 （墨酎土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 『D」 体部外面 99 
I I 34 B 区 ・ Lー I 須恵器 （墨苔土器） 杯 底部 ： 回転糸切り 「十器』 底部外面 ● "一 3 一14 85 
12 34 B 区 ・ L- 1 須恵器 （墨書土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り 『里J 底部外面 ．． 3 -15 91 
13 34 B 区 ・ L - J 須恵器 （墨書土器） 杯 底部 ： 回転糸切り 『口」 体部外面 94 

第22図 遺構外出土遺物(4)
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池 次数 遺構・層位 種別 器種 特徴 釈文 記載部位 記載 図版 登録
方向 番号 番号

l 34 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （墨苔土器） 杯 底部 ： 回転糸切り 1大
」 底部外面 3-16 143 

2 34 B 区 ・ Lー ］ 須恵器 U!\0土器） 杯 底部 ： 回転糸切 り ・ 墨痕 「大石」 底部外面 3-17 134 
3 34 B 区 ・ L - 1 須恵器 （墨苔土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り r大D」 底部外面 - · 3-18 96 
4 34 B 区 ・ L - 1 須憲器 (Al苔土器） 杯 底部 ； ヘラ 切 り 「□」 底部外而 -· 93 
5 34 B 区 ・ Lー 1 土師器 (JI苔土器） 杯 底部 ： 回転ヘラケズリ ro」 底部外面 · - 61 
6 34 B 区 ・ カ ク ラ ン 土師器 （墨苔土器） 杯 非 ロ ク ロ ro」 底部外面 62 
1 34 B 区 ・ Lー ） 須恵器 （墨行土器） 杯 底部 ： ヘラ 切 り r�」 底部外面 3 -19 135 
8 34 B 区 ・ Lー 1 土師器 （墨苔土器） 杯 r酒坪01 体部外面 正位 3 -20 76 
， 34 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （墨芍土器） 杯 'D1 体部外面 不明 114 
10 34 B 区 ・ L - 1 須怠器 （墨む土器） 杯 r新」 体部外面 正位 3 -21 181 
I I  34 B 区 ・ L - 1 土師器 （墨害土器） 杯 ro」 体部外面 正位カ 77 
12 34 B 区 · L- 1 土師器 （墨嘗土器） 杯 「O」 体部外面 正位カ 75 
13 34 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （磁径土器） 杯 「大口」 体部外面 横位 88 
14 34 B 区 ・ Lー 1 土師器 （墨行土器） 杯 底部 ： 回転ヘラケズリ 「D」 体部外面 正位カ 74 
15 34 B 区 ・ しー I 須恵器 （墨行土器） 杯 「大D」 体部外面 正位 83 

第23図 遺構外出土遺物(5)
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No. 次数 遺構 · 層位 種別 器種 特徴 釈文 記載部位

I 34 B 区 ・ L - 1 須恵器 杯 底部 ： ヘラ切り ・ ヘラ描き 底部外而
2 34 B 区 . Lー I 須恵器 杯 庭部 ： ヘ ラ 切 り ・ ヘラ描き 底部外面

3 34 B 区 ・ Lー l 須恵器 杯 底部 ： 回転糸切 り→回転ヘラケズリ 底部外面ヘラ描き

4 34 B 区 · L - 1 須恵器 杯 （外面】 ヘラ描き底部 ； 回転糸切り 底部内面
（内面J ヘラ描き 底部外面

5 34 B 区 . Lー l 土師器 杯 底部 ： ヘラ切り ・ ヘラ描き 店部外面
6 34 B 区 · L - 1 土師器 杯 底部 ： 手持ちヘラケズ リ ・ ヘラ描き 「大j 底部外面
7 34 B 区 . Lー 1 土師器 杯 底部 ： 摩滅 • ヘラ描き 底部外面
8 34 B 区 . Lー 1 土師器 杯 底部 ： 回転ヘラ ケズリ ・ ヘラ描き 底部外面， 29 3 T · LーU 土師器 磁 底部 ： ヘラ描き 体部外面
IO 35 B 区 ・ Lー 1 須恵器 （墨曹土器） 杯 底部 ： ヘ ラ切り roJ 底部外面
I I 35 B 区 ・ L - 1 須恵器 （墨曹土器） 杯 底部 ； ヘ ラ切り 「O』 底部外面

第24図 遺構外出土遺物(6)
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V考 察

今回の調査で発見した遺構は、 竪穴住居跡 l 棟、 柱列跡 2 条、 溝跡 5 条、 井戸跡 l 基、 土城 6 基などで

ある。 以下、 主な遺構の年代を検討し、 最後にそれら の性格についてま と めてみる。

(1)竪穴住居跡の年代

Sll464は、 A期→ B 期の 2 時期の変遷があ り 、 またSD1465と重複関係がある。 し か し 、 A期 と SDI465

に伴 う 遺物が出 土 し ていないため、 B期の出土遺物によって年代を考える。 B期の竪穴住居に伴 う 遺 物 と

し てカ マ ド、 周溝、 貯蔵穴か ら ロ ク ロ 調整の土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 平瓦 ( II B 類 一a · b ) が出土 し て

いる。 ロ ク ロ 調整の土師器杯 ・ 甕は、 白鳥良一氏による多賀城跡出土土器の分類で 8 世紀末頃 と した B群

土器以降に見 ら れるものである。 また平瓦 II B - b 類は政庁第田期に伴 う こ と か ら 年代は貿亀1 1 (780) 年

を上限 と するこ と ができる。 土師器杯の底部はすべて回転糸切 り 無調整であ り 、 須恵器杯の底部はヘラ切

り のものが 1 点、 回転糸切 り 無調整のものが 2 点出土している。 須恵系土器は堆積恩からも全く出土して

いない。 土師器、 須恵器と もに回転糸切 り 無 調整が多く須恵器にはヘ ラ 切 り も含むこ と や、 須恵系土器を

含まないこ と か ら 、 9 世紀中葉の年代が考えら れている多賀城跡第62次調査第 I I 群土器のあ り 方に類似し

ている。 よってB 期は 9 世紀中葉頃 と 考え ら れる。 また、 A期については 9 世紀中葉以前でも大き く は遡

ら ない年代を想定しておきたい。

(2)溝跡の年代

SD1466か ら は、 須恵器高台付杯・蓋が出土しているだけである。 高台付杯は、 口径が 15. 8cm と 中型品で

杯部が浅く皿状になってお り 、 底部には回転ヘ ラ ケ ズ リ が施されている。 同 じ よ う な特徴を持つものは、

市川橋遺跡第25次調査SD949や山王遺跡町地区SK2764か ら 出土 し た遺物に含まれてお り 、 それぞれ 8 世紀

末,...., 9 世紀前葉、 8 世紀後半 と 考えら れている。 したがって、 SD1466はおよそ 8 世紀後半以降 と 考えてお

SD1510は、 第1 2次調査において発見したSD1 130·1 150 と 同一の溝跡と 考えたものである （註 1 ) 。 それ

によると SD1 130では出土遺物は上陪 と 下層から 出土してお り 、 上層の出土遺物は、 ①土師器杯は回転ヘラ

ケ ズ リ と 手持ちヘ ラ ケ ズ リ されたものがある。 ②土師器甕も ロ ク ロ 調整されたものが多い。 ③須恵器杯は

静止糸切 り と 回転糸切 り 、 ヘ ラ 切 り 、 切 り 離 し後手持ちヘラ ケ ズ リ のものがある。 ④高台付杯は底部が糸

切 り のもの と ヘ ラ 切 り ものがあるな どの特徴がある。 一方、 下層の遺物は、 ①土師器甕 は ロ ク ロ 調整のも

の と 非 ロ ク ロ でハ ケ メ の見 ら れるものがある。②須恵器杯はすべてヘ ラ 切 り であるなどの点が指摘できる。

上層は多賀城跡第60次調査SE2101B第田層出土土器群に類似し、 下層は第62次調査第 I 群土器に類似して

いるこ と か ら 、 上陪土器群を 「おおよそ 9 世紀前半頃」 、 下恩土器群の年代から 「溝の開削時期について 8

世紀末頃まで遡る可能性もある」 と 考えている。 今回調査を行ったSD1510出土遣物も、 ヘ ラ 切 り の須恵器

杯が主体を占めるこ と などその内容がほぼ一致している。 また、 平瓦についてみても政庁第田 . IV期のも

のは含まれていない。 このこ と か ら 、 今回の調査でも過去の調査結果と ほぼ同じ年代と考え られる。

SD 151  lはSD1510 と 重複関係があ り 、 これよ り 新 し い。 よ っ て、 年代の上限は 9 世紀前半である。 ヘ ラ

切 り の須恵器杯 と 平瓦 ( II B 類 一 a 2 ) が出土しているが、 年代の下限につ いては明 らかでないため 9 世

紀前半以降と 考えておく。
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(3)近世の遺構の年代

SEI460か ら は、 大堀相馬産 と考えら れる陶器土瓶・蓋が出土している。 蓋は最下層から 、 土瓶はその上

層 か ら 出土している。 その特徴か ら蓋は19世紀前半、 土瓶は1 9世紀中頃のものであることから 、 おおよそ

1 9世紀と考え られる。

(4)多賀城廃寺跡との関わ り について

最後に今回の調査で発見した遺構、 遺物と多賀城廃寺跡との関わり について簡単にふれておきたい。

第34次調査 B 区東側の堆栢層 か ら 出土した墨書土器や刻書土器の中には 「寺」 「寺館」など寺院と の関わ

り を窺わせるものや 「花會」 のよ う に仏教行事を記 し たものがあり 注 目 される。 「寺」 「寺司」 （註 2 ) や

「花會」 （註 3) は廃寺跡の調査の際にも出土している。 また、 焼成前に 「寺」 と 刻書された須恵器杯は、

廃寺跡に供給されたものと考える。 次に、 B区から 出土した瓦の う ち、 年代を推定できる平瓦についてみ

る と 、 政庁第 I 期に伴う ものが約 7 割と主体を占めている。 多賀城廃寺跡か ら出土した軒丸 ・ 軒平瓦の構

成においても第 I 期の瓦が主体を占める と い う 指摘があり 、 「多賀城廃寺は多賀城政庁第II ・ m期にはあま

り 修復されず、 主要建物には政庁第 I 期の瓦が葺かれていたが、 貞観1 1 (869) 年の陸奥国大地農で被害を

受け政庁第w期に修復された」 と考えら れている （註 4 ) 。 今回の調査区から 出土した瓦の時期別の構成比

率もおおよそ寺跡から出土 したもの と 同様の傾向が う かがわれた こ と を指摘しておきたい。

また、 A 区で発見したSD1510については第12次調査のSDI 1 30 · 1 150 と 一連の遺構である。 多賀城廃寺

跡から 東に約200m離れた位置にあり 、 長さ46. 9m以上延びている こ と を確認 した。 方向は丘陵の傾斜に左

右されることな く 真北方向を保っているこ と が注目される。 性格については、 何 ら かの区画溝の可能性が

考え ら れよ う 。

W ま と め

(1)多賀城廃寺跡南東側の隣接地を調査し、 9世紀中葉頃の竪穴住居跡l棟、 9 世紀前半頃の南北の溝跡、

近世の井戸跡l基などを発見した。

(2)第34次調査 B 区において出土した墨書土器や刻書土 器は多賀城廃寺跡との関わりが窺われるものがあ

る。

（註 I ) 多賀城市教育委員会 『小沢原遺跡 ・ 高崎迫跡ー史跡連絡線関連遺跡発掘調査報告書一』 多賀城市文化財調査報告書

第54集 1999

（註 2 ) 宮城県教育委員会 『多賀城跡調査報告書 I ー多賀城廃寺跡一』 1970 

（註 3 ) 多質城市 『多賀城市史 第 4 巻 考古資料』 1991 

（註 4 ) 柳沢和明 「宮城県」
『第 3 回 束日本埋蔵文化財研究会 古代官箭の終末 を め ぐ る諸問題 ー第 I 分冊 問題提起・

各地方の概要ー』 東日本埋蔵文化財研究会 1994 
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左上 ： 第30次調査 l 区全景 （北東から）
左中 ： 第30次調査 S114648 (北東から）

左下 ： 第34次調査 A 区全景 （南から）

右上 ： 第30次調査 S11464B (南西から）
右中 ： 第30次調査 S11464B カ マ ド （南西から）

右下 ： 第34次調査 B 区全景 （北から）

図版 1



1. 須恵器高台付杯 (SD1466 第l l図 I ) 2. 須恵器蓋 (S01466 第1 1 図 2 ) 3. 陶器蓋 (SE1460 第 5 図 2 )

4. 陶器土瓶 (SE1460 第 5 図 1 ) 5. 白磁椀 （灰白色火山灰上面 第19図 3 ) 6. 土師器杯 ( L - I 第19図 2 )
7. 土師器杯 ( L- I 第19図 1 ) 8. 青磁椀 （ しー I R - 2 )  9. 軒丸瓦 ( L - 1 R -30) 10. 軒丸瓦 ( L - 1 R-187) 
1 1. 軒丸瓦 ( L- I R - 3 )  12. 軒丸瓦 ( L - I R-186) 13. 軒丸瓦 ( L - I R-185) 

14. 軒丸瓦 ( L ー I Rー188) 15. 軒平瓦 ( L ー I R-184) 第30次調査 ： 1 - 5 、 9 第34次調査 ： 6 -- 8 、 10--15

図版 2



1. 第20図 1 2. 第20図 5 3. 第20図9 4. 第20図10 5. 第21図 1 6. 第21図 5 7. 第21図 6 8. 第21固 7 9. 第2 1 図 9
10. 第21図10 1 1 .  第21図13 12. 第22固 2 13. 第22図3 14. 第22図11 15. 第22図12 16. 第23図 l 17. 第23図 2
18. 第23図 3 19. 第22図 8 20. 第23図 8 21. 第23図10
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042099 18008 38度 141度 平成1 1年 264rri 道路建設
（第29次） 17分 0 分 3 月 16 日

37秒 12秒 ,...., 3 月 26

日

高崎遺跡 宮城県 042099 18008 38度 141度 平成1 1 年 900rri 道路建設
（第30次） 多賀城市 ]7分 0 分 5 月28日

高崎二丁 目 37秒 12秒 ......, 8 月 6

地内 日

高崎遠跡 宮城県 042099 18008 38度 141度 平成12年 1. 700rri 道路建設
（第34次） 多賀城市 E7分 0 分 6 月26 日

高崎三丁 目 44秒 13秒 "-'10月 1 1

地内 日

高崎遺跡 宮城県 042099 18008 38度 141度 平成12年 400rrl 道路建設
（第35次） 多賀城市 ]7分 0 分 10月 5 日

高崎三丁 目 46秒 14秒 ,__, l 1 月 16

地内 日

所収逍跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
高崎遺跡 集落跡 平安時代 溝跡 土師器、 須恵器
（第29次） 瓦

近世 井戸跡
高崎遺跡 集落跡 平安時代 竪穴住居跡 土師器、 須恵器
（第30次） 溝跡、 土城 白磁、 瓦

近世 井戸跡、 土城 近世陶器
高崎逍跡 集落跡 平安時代 溝跡 土師器、 須恵器 第12次調査で発見し
（第34次） 土城 須恵系土器、 瓦 た区画溝の南側延長

灰釉陶器、 木製 部分を発見。
関東系・畿内系土器、
多屋の墨書土器な ど
が出土。

中世以降 掘立柱建物跡 青磁
高崎遺跡 集落跡 須恵器、 土師器
（第35次） 瓦
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